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出品作家

出品/ 展示デザイン

協力

町田市民文学館 ことばらんど　2階展示室

10時～17時

毎週月曜日 (ただし3月2 1日は開館 )、 

2月10日 (木 )、 3月10日 (木 )

無料

岡野大嗣、木下龍也、伊藤紺、鈴掛真

秋山智憲

天野慶、幻冬舎、書肆侃侃房、ナナロク社

訪れてくれたあなたの足跡と共に続いてゆく物語

※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況により会期が変更になる場合があります。

町田市民文学館ことばらんど
〒194-0013 東京都町田市原町田4-16-17  TEL：042-739-3420  FAX：042-739-3421
 JR横浜線町田駅ターミナル口から徒歩8分 / 小田急線町田駅東口から徒歩 12 分
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訪れてくれたあなたの足跡と
共に続いてゆく物語

詳細は当館ホームページをご覧ください関連イベント

伊藤紺（歌人/コピーライター） × 秋山智憲（コピーライター）

3月6日(日)　
出品作家の伊藤紺さんと秋山智憲さんに「短歌」をはじめるきっ
かけや、コピーを書くことと短歌をつくることの共通点・相違点
などについてお話していただきます。

会場　　　文学館大会議室
定員　　　50名（申込順）
日時　　　3月 6日（日）　14：00 ～16：00
申込み　　２月4日（金）正午から3月3日（木）まで
　　　　　イベントダイヤル（042-724-5656）及び
　　　　　イベシスで受付（イベントコード：220204B）

展示会場にはその場で参加できるコーナーも。実際に触って、言葉を組み合わせて、あなただけの色々な57577をお楽しみください。

鈴掛真（歌人） × 天野慶（歌人）

２月23日(水･祝)
出品作家の鈴掛真さんと歌人の天野慶さんに、本展の魅力や出品
した映像作品についての解説、短歌をめぐる表現の可能性につい
てお話していただきます。

会場　　　文学館大会議室
定員　　　50名（申込順）
日時　　　2 月23日（水･祝）　14：00 ～16：00
申込み　　２月4日（金）正午から20日（日）まで
　　　　　イベントダイヤル（042-724-5656）及び
　　　　　イベシスで受付（イベントコード：220204A）

岡野大嗣（歌人）

3月5日(土)
2月12日(土)

本イベントは、参加者がことばらんどに集まって聴講する、オン
ラインイベントです。講師はオンラインで講義を行います。

会場　　　文学館大会議室
定員　　　30名（申込順  ※2回とも参加できる方に限ります）
日時　　　【1回目】 2月12日（土）　14：00 ～16：30
　　　　　【2回目】 3月 5日（土）　14：00 ～16：30
申込み　　1月16日（日）正午から
　　　　　文学館（042-739-3420）で電話受付

ワークショップ「57577展で遊ぼう！」

岡野大嗣 短歌教室（全２回）

天野慶（歌人）

2月13日(日)
Let’s try 57577 の展示にご協力いただいた、歌人の天野慶
さんと一緒に、カードゲームや作歌体験をして遊びます。子ども
から大人まで、家族・友人と一緒に短歌をつくってみましょう。

会場　　　文学館大会議室 / 展示室
定員　　　30名（申込順）
対象　　　小学生～ 一般
日時　　　２月13日（日）　10：00 ～11：00
申込み　　1月18日（火）正午から
　　　　　文学館（042-739-3420）で電話受付

「５７５７７」
 カードゲーム

本のタイトルで
短歌を作ろう

Let’s try 57577

カプセル
短歌

積木＆
ジェンガ短歌

で最新情報配信中!@machida_kotoba

お友だちと展覧会を観に出かける。文化施設主催のプログラムに参加する。こうした何気ない日常が2020年の新型コロナウイルス流行を契機

に大きく変わりました。マスクをし、密集を避け、お互いが一定の距離を保ち続ける生活は、私たちの行動様式に変化をもたらし、日常の中で

アートに触れる機会や互いに共感する場を奪ってしまいました。そして、今後も感染症の脅威が続く限り、社会が完全な形で元に戻ることはな

いでしょう。

5 7 5 7 7展は、ポストコロナ時代に向けて、ことばらんどが提案する新しい体験型の文学展です。そこでは、若手歌人の作品を鑑賞するだけでは

なく、みなさんが手を動かし、頭をひねることで、短歌の世界をより一層楽しむことができるようになっています。

ことばらんどで現代短歌にチャレンジしてみましょう。ルールは5 7 5 7 7の31文字であること。そして、自分の作品を写真に撮りSNSを使っ

て発信してみましょう。それは、きっと誰かに響き、誰かを笑顔にさせますから。さぁ、“ことば”でコロナを越えていきましょう。

この展覧会を完成させるのは、会場を訪れたあなたです。

展示室内で体験できる 

５７５７７で  　

表題短歌：鈴掛真

記念対談「短歌を外の世界へ届けるために」 記念対談「歌人とコピーライターの幸せな関係」


